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安 全 に ご 使 用 い た だ く た め に
倒 工具に数 用上の一般注意事ゆ

湿った場所では使わない

で ください。
5.

引火また爆発の恐れがあ

る物質のある場所では使

用 しないで ください。
7.

お子様やまわ りの人に危

険のないように注意 して

ください,
12.

きちんとした服装で作業
して ください。
1 5 .

|

|

無理な姿勢での作業は危
険です!

1.指 定用途以外には使わない !

2.正 しい取扱いで安全作業 !

お子様など正 しい取扱いを十分知っていない人、正 しい操作が出来な

い人は絶対に使わないで ください。

3.湿 気は禁物、感電事故のもと !

4.感 電防止の対策は !

漏電しゃ断器が設置されていることをこヾ確認ください。

5.引 火、爆発にご注意 !

6.整 理整頓は安全の第一歩 !

7.作 業関係者以外は、作業場所に近づけない !

作業関係者以外は、作業場所に近づけないでください。とくにお子様

は危険です。

8.刃 物などの工具類は指定された純正部品で !

9.正 規の部品を正規の位置に !

取付けてあるカバー類やねじ類などは取り外さないでください。それ

ぞれ大事な役目を果たしております。

10.運 転前 に再 点検 !

刃物類の取付けや点検 したとき使用したスパナやねじまわしなどのエ

具類の取 り外しを忘れますと起動時に飛散 し思わぬ事故のもとになり

ます

11,モ ー タの風窓 はいつ も全開 !

12.作業前にまず正しい服装を!
安全のため、保護帽を着用し、屋外での仕事ではゴム底の靴をはいて

ください。

13.保 護 メガネで 目の保護 を !

保護メガネは、お近 くの機械工具店などでお買い求めください。

また、ほこりが多く出る場合は、マスクもつけてください。

14.使用電源は必ず正規の電圧で 1
必ず銘板に表示してある電圧で、ご使用ください。

表示電圧以上の電圧で使用してますと、モータ焼損の原因になります。

15.安 全作業は安定 した姿勢から !

16。無理な作業は事故のもと !

工具や付属品は、その能力をこえた作業をさせないでください。

無理な作業は、製品の損傷をまねくばかりでなく、危険ですので避け

てください。

1 7 .不 用意にスイッチヘ指をかけない !

電源に接続した状態で持ち運vぶ場合はスイッチに指をかけないでくだ

さい。誤ってスイッチを入れる恐れがあり危険です。



近づけないで ください。

20

18.刃 物類や回転部 には絶対 に触れない !

19.異 常が起 きた ら直ちに運転 を中止 !

運転中、機械の調子が悪かったり、異常に気がついた場合には直ちに

運転をやめてください。

20.使 用 しない時 は さ し込み プラグを抜 く !

突然に始動しないようさし込みブラグを電源にさし込む前に、スイッ

チが切れていることを確認してください。

1/1土 _ ___ _J
使用後は必ずスイッチを

切 りさし込みブラグを電

源から抜いて ください.
2 1

定期検査をして ください

2 1 .

22.

23.

24.

と

い

コー ドは大事に扱 う 1

製品は大事に扱 う !

刃物類はいつ も良い切れ味で !

まめな手入れで寿命 を長 く !

くにモータ部やスイッチ部のほこりは拭き取るよう心がけてくださ

25.定 期点検は安全の基本 !

26。点検、修理はレッキスエ業営業所で !

点検、修理はお買い求めの販売店、レッキスエ業営業所などにお申し

つけください。また、部品を交換する場合は、必ず指定された純正部

品をお使いください。

27.製 品の保管にも十分な配慮 !

製品は、お子様の手のとどかない乾燥した場所に保管してください。

軒先など雨のかかるところなどには置かないで ください。

電機絶縁が低下 し感電の恐れが生 じます。

●騒音に関する法条例に留意 !

ご使用に際 し、各都道府県等の条例で定める工場 ま
た事業所で使用する場合には、周囲に迷惑をかけな
いよう各条例で必要に応 じ、 し ゃ吉壁を設けて くだ
さい。

コー ドは大事に扱ってく



REXダ イヤモンドコアドリルご使用上のご注意!

先に電動工具ご使用上の一般的注意事項について申し述べましたが、さらにどの製品

にもその製品特有の注意事項があります。

これからご使用いただくスパーケルRC90に ついては、下記の事項に特にご注意願いま

す。

1.モ ータ内部に水が入らないように !
モータ内部に水がはいると絶縁性能が低下 し、焼損の原因となります。作業する場合に

は、モータ内部に水がはいらないようにご注意 ください。

2.第 孔の際には必ず注水を!
ダイヤモンドビットが過熱するとチップとびやチップ割れの原因となり、穿子し能力も低下

します。必ず給水をおこなってください。

3.無 理 に力を加 えない !

無理に力を加えると穿子し能力が低下します。またモータ焼損の原因にもなりますのでご注

意ください。

4.ギ ヤケース調整 を確実に !

本機をこ`使用の際には、ギヤケース本体の背面および側面の調整ボル トで確実に調整をお

こなってください。(15ページをご参月Rください)

5.ビ ッ トの取付 けね じ部にはグリースを 1

ビット、テューブ、アダブターのねじ部には必ずグリースを塗布してください。また、イ贅

用後はパーマルレンテ (オプション)を 用いて分解し、ウエス等でねじ部を清掃後、新し

いグリースを塗布しておくとビット類の交換が容易になります。

6.コ ンク リー ト構造物の弁子し作業 !

床、壁、天丼等の埋設配線等を良くチェックして作業を開始してください。

床面の貫通穴あけは 1

7.   床 に穴をあける場合、貫通時にコアがビット内から抜け落ちる事がありますので、階下の

人や物に注意してください。

8.雰 予し作業は回転が上が ってか ら !

切削作業はスイッチ入り後回転が完全に上昇してから行なってください。

L調
練 蕎鮭 者を安全破 定め い ←よ)に いて←だれ 、

作業後は本体の手入れを 1

10.   作 業後は本体に水滴・のろなどが付着しています。本機の寿命を長く保つため、いつもき

れいに清掃しておいてください。



各部の名称 ・仕様 ・標準付属品

スイッチ(サーキットプロテクタ)
ガイドキャップ

機ザ ラックギヤ

ストップノブスイ ッチカバー

モータ

ン‐
韻
轄

様仕

刃物 (ビッ ト)

米別売

(9ベ ージをご参熙下さい。)

上下ハン ドル

高さ調整ボル ト

スパ 一ヽケノレRC90

90mil

モ    ー 'ユ村IF成巻整流 rモ ータ

50/60Hz A〔 1100V

ト ロ ー ク

lTtとitビント'際||1隅品除() 9.8k4

標準付属品

名 l llltl  数

モンキレンチ (200mm)

片「Jス パナ (13.36mm)

アンカー打ち込み棒 (%B)

ドリフ トピン (ワイヤ付)

体 スパナ (3.4.5,6mm)

100Gグ リス



ご使用のまえに

E軍淫歴封 ご使用前に次のことがらを確認してください。
1.使 用電源 を確かめ る………

必ず銘板記載の電源でご使用ください。100V品を200V電源に接続すると、モ
ータの回転数が異常に高速となり、機体が破壊する恐れがあります。

E躍 蚤罰  属 で言揮丁培察官楢掻各手あ塔遜 わぞ忌送者譜景

の損傷 をま

2.ス イッチが切れていることを確かめ る………

スイッチが入っているのを知らずにさし込みプラグを電源にさし込むと、

不意に起動し、思わぬ事故のもとになります。スイッチはOFFになっている事

を必ず確認してください。

3.ビ ッ トを取付 ける………

取付けは||ページの 「ビットの取付け方」のページをこヾ参照ください。

4.電 源 コンセン トの点検………

さし込みプラグをさし込んだとき、ガタガタだったり、すぐ抜けるようでし

たら修理が必要です。お近くの電気工事店などにご相談くださいっ

そのままお使いになりますと、過熱して事故の原因になります。



固定方法

コア ドリルはハンマードリルのように、手で持って作業できません。必ず床面、
壁面に固定 して使用 してください。

固定の方法には次の 3つがあります。

(1.)ア ンカー固定

'なBのナットアンカー (市販品)を使用して

本体ベース部を固定します.

( 2 . )真空吸着式

真空ポンプで本体のベース部を真空にして、
床や壁に吸着させる方法です。

(真空吸着には、オプションの真空吸着パ

ッ トおよびバキュームセッ トが必要です)

高 圧 ホ ー ス

( 3 . )サ ポー ト・ジャッキ方式

支柱上端のガイ ドキャッブ部にサポー ト

ジャッキのナット部をかぶせ、天丼あるい

は壁に向けてバイプ等で突っ張って固定

します。

※サポー トジャッキはオブションです。

全 ね じボ ル ト

高さ調節ボル ト

全 ね じホ ル ト

サボートジャッキ

- 8 -



第し希望センター本体の取付け(アンカ
ー固定)

| ,ハ ンマー ドリルで、雰子L穴のセンターから

18 2～2 1 7 m mの位置に'1 4 . 3 m m深さ約50 m mの穴

をあけてください。

2 .ち りv S、き等を使用 して、穴の中の切 り粉 を排除

して ください。

市販のアンカー (% B )を 、専用ホル ダーで打

込んで ください.

簿

4 .ア ンカー に全 ね じボル トをね じ込 ん で くだ さ

い

●

1難|―
鈍加~ガ簿

――旦一

全ね じボル ト

の位置

――――――
脅  5.ベ

ース本体長穴部を全ね じボル トにさし込み、

ガ || るとそ百居冒『『
畦雛用して▼ナオ節

″警
-9-
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6 .ベース本体の四隅にある高さ調整ボル トで、水

平、垂直を調整 してください。

本体の取付け(真空吸着式)
1.真 空吸着パット(M・L)を、全ねじボル ト位置が

葬予し穴のセンターから図及び表に示す寸法に

なるようにセットします。

付属の高圧ホースをバキュームセット、真空吸

着パットの順に接続 し、スイッチをONに しま

すと吸着を始めます。

※真空吸着パ ッ トを手で軽 く押 さえ付けます

と吸着が容易にな ります。

(ご注意)

真空吸着パッ トの設置は、確実に行って くだ

さい。特に壁面に設置 される場合、設置方法

が不完全ですと真空吸着パッ トがはがれ、落

下することがありますのでご注意 ください。

3.ベ ース本体長穴部を全ね じボル トにさし込み、

固定用角座金 を使用 してナッ トで締付けて く

ださい。

バキュームゲージ(M)の場合は50cmHg、 (L)の

場合は60cmHg以上 になっていることを確認 し

て、穿]しを開始 して ください。

※吸着バッ トがあたる面の、砂、土はきれいに

取 り除いて ください。少 しの凹凸でも吸着 しな

いことんミあります。

全ね じホル ト

真空吸着パットサイズ

M(コ ー ドNo450704) 88(202)

L(コー ドNo450703)

|

〔」
真空吸着バッ ト(M・L)

ッヽ ト(M・L)

調整ボル ト

高圧ホー ス
真空吸着バッ ト(M・L)



使用方法

〓　

　

一

1.使用手順

( )コ ア ドリル本体が確実に固定されていること

を確認してください。

(2)ハ ン ドルを図のように取付けます。

(3.)モータ先端にビットを取付けます。

〈注意〉

ビット取付けの際には、モータ先端のねじ部

に必ずグリスを塗布してくださいっ刃物の着

脱が容易になります。

( 4ゃ)モータの給水コックに、水道 もしくは給水タ

ンク(オブション)からホースをつないで水を

供給 して ください。

米給水コックを図のように開にして ください。

(5.)水がビットの先から出てくるのを確認して、

穿子しを開始してください。

※スイッチをONに しますと刃物が回転 しま

す.

|lf_rv

|!!_J

ン

！ヤ一カ車一諄諄“，一・舛



，葺
ヽ
回
一
”

( 6 . )切りはじめは、ビットの先を穿予し部にゆっく

りあててください。強くあてるとビットがブ

レることがあります。

( 7 . )深さ 5  m m位までは軽 く送 り、その後一定の押

圧で穿予しして ください。

(8.)貫通後はただちにスイッチをきり、水をとめ

て送リハンドルをまわしてビットを51きす友い

てください。

ぴ

TI七

「

―

‐
―

・・・一．

‐

‐‐・十

一

，

‐

チス

- 2 -



3.コ アの引抜き

第孔を終えてヨアを除去する場合は、図を参照し

てください。

勿

「
延長バー

~~

「

―
‐

|(町劉0・350・45o理ェ 理 口却―墜 二―|

ヒッ トーチ

ン

ロ
亀

… 水処理 パ ッ ト

4.排 水の処理

屋内作業等で排水が まわ りに飛び散 った

り、たれ流 しになるのを防 ぐためには水処

理パットおよび押え金具をご使用ください。

(|.)押え金具①を支柱に取付け、蝶ボルト

②をしめつけて固定します。

(2.)押えボルト0を しめ込んで、水処理パ

ッ トを床面やF_ t面に押えつけます。

(3.)排水口0に ホースをつないで、水処理
パ ッ ト内にたまった水 を排水 します。

※電動バキュームをあわせてご使用にな

るとさらに効果的です

(5.)延 長 バ
ー

延長バーを使うときは、穿子し後、付属

の ドリフ トピンワイヤー付きでコア

を一度折って除去 し、モータのスピ

ン ドルとビットの間につないで、使

用してください。(オプション)

(全長、 50mm′200mm′350mm′450mm)

※延長バーは、特殊寸法のものも製

作します。

詳しくは弊社営業所にご相談 くだ

さい9

- 3 -



作業中の トラブルと対策

因 策

ビ

ッ

ト

が

阿

持

し

た

鉄片または淀入され

た石竿が、コアー とビ

ットの「町にはさまつて

いる

|  ス
パナまたはパーマルレンチでビット

L竺車オ7,=を全____ _

|→とと躍3サキ排鑑手勢高碗ネ
il径のビットで芽すしする

スイッチを明る ハンマー ドリルでコアをはつる

本体の取付け不11 卜をはずし、本体をセットしなおす

だ歩房ガヾゑをた広i′ど | ま管とギヤケ
~スのギャップ前権を

ットがそオじる。

排|1 1される水を

チェックする
| ま じっていれば鉄筋を |

1 切 断している

新しいビットに交換する

努

孔

能

力

が

落

ち

た

に、あらわヤtて ↓ヽなtヽ
ビットをドレッシングする来

ビット面に明り粉カギつ

まつている

給水1注を増す
ビットのは耗を

チェックする | ビ ットをドレッシングする米

鉄紡がビッ

付いている

卜面に焼き
 1 鉄 粉をおとす

|
ダイヤが研席状態にな

つている
Ⅲド十i:をあげてみる

チューブのけ耗

をチェックする

支ボi:とスライドロッ

クの問にガタカSある

文li :とギヤケースのギャップ前準を

おこなう

スピンドルの振れ スビンドルを交換する

チューブのれtれ チューブを交換する

※ドレッシング(レンガ、ブロックを芽子しするか、 ト イシ、1少で何i様して 下さい。)



保守 ・点検

「         封||ト

「
~~~~~~ ~―

ね
　
　

　
　

転

節・調
緩
ヒ
、一療紡一

各

　

　

！

・

そ続
げ

午
ヤ

各

々

静舞瞬 |

「
‐―
―
―
―
＝
―

1.ギ ヤケース調整方法
( | )ナ ッ ト及び調整ね じと、ス トッパーをゆるめ、

ギヤケースを支柱にさし込んで ください,

( 2 . )調整ねじをしめ込んで、

押 しあてます。

樹脂板 を支柱に軽 く

(3 . )ギヤケースと支柱のガタがな くなるまで、調

整ね じ及びナッ トをしめ込んで ください。

※あまり強 くしめ込むと、送 りが重 くなりま

すのでご注意 ください。

( 4 )樹脂板あるいは回―ラが摩耗して、ガタが生

じてきたら新品と交換 してください。
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2.回 ―ラの交換
(1.)前側 回―ラの交換
(イ)モータをはずして、大角穴付き止めね
じ(M8×10′4か所)|〕をゆるめます。

(田)前側回―ラアッセンブリー121を抜き

取り、新品と交換しますぅ

(ハ)0をねじ込んで、
ださい。

しっか り固定 して く

(2.)後ろ側 ローラの交換
持手蓋 3を 外 して、後側 回

一 ラア ッセンフ

リー 4を 取 り出 し、新品 と交換 して くたさ

い
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3.ク ラッチのすべり
モータのギヤ部保護のため、クラッチが内臓され

ています。モータに無I里な力がかかったり、刃先

に抵抗があったときは、ギヤ部保護のため、クラ

ッチがすべります。クラッチがすべると、モータ

は回転してもビットは回転しませんが、故障では

ありません。

※クラッチの調整は弊社、各営業所にご相談 くだ

さい。

4.サ ーキットプロテクタ
モータの電気部保護のため、スイッチ兼用のサー

キットプロテクタが内臓されています。

作業中、モータが停止しても故障ではありません。

再度スイッチをONにすれば、すぐに作業を続行す

ることができます。

5.カ ーボンブラシの点検
カーボンブラシの摩耗が大きくなりますと、モー

タ故障の原因となりますので、長さが摩耗限度線

(6  m m )ぐらいになりましたら新品と交換 してくだ

さい。

カーボンブラシは、マイナス ドライバーなどでカ
ーボンキャップを外しますと取り出せます。

く注意〉新品と交換の際は必ず図示の番号(43)に

合ったカーボンブラシをご使用ください。

|卜1柿叫 カーボンフラシの番号



各部取付 けね じの点検

各部取付けねじでゆるんでいるところがないかどうか定期的に点検 してくだ

さい。もしゆるんでいるところがありましたら締めなおしてください。

ゆるんだままお使いになりますと危険です。

モータ部の取扱 いにつ いて

モータ部の巻線部分は本機の心臓部ともいえます。巻線部分にキズをつけた

り、洗い油や水をつけたりしないよう十分注意してください。

〔ご注意〕モータ内部にごみやほこりがたまりますと、故障の原因となります

から50時間ぐらいご使用になりましたら、モータを無負荷回転させ

て、ハウジングのスイッチ側風穴から湿気のない圧縮空気を吹き込

みますと、内部のゴミやほこりの排出に効果があります。

表面の よごれの清掃

本機の外枠は強じんな合成樹脂製ですが、ガソリン、シンナー、石油、灯油

類を付着させると表面をいためます。

清掃の場合は、かわいた布か石けん水をつけた布などでvS、いてください。

製品や付属品の保護

製品や付属品の保管場所として、下記のような場所は避け、安全で乾燥した

場所に保管してください。

〇お子様の手が届いたり、簡単に持ち出せる場所

〇軒先など雨がかかったり、湿気のある場所

〇温度が急変する場所

〇直射日光の当たる場所

〇引火や爆発の恐れがある揮発性物質の置いてある場所

このような場所

には保管しない.
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ビット (グリーンビットー覧表)

薄肉 1本物ビット
商r T ,コー ト 呼び径

外往
( m m )

長
う
効

ｍｍ

有
て

適

250

3 2 320

引 25()

65 0

〕 75 75 () 250

1()() 11)0() 25()

110
r l 120 0

ⅢⅢ

15()0

● レーザー溶接でチップの飛びを解消。

●薄肉 ビッ トならではのシャープな切れ味。

●取付ね じは作業性の良い32 m m角 ( Aロッ ト)。

●有効長25 0 m m。

2点 式 ロングビッ ト

●かみ込み時に処I里の しやすい 2点 式。

● ビッ ト、アダプターの組み合わせで使用。

●切れ味重視の薄肉タイプ。

●有効長35 0 m m。

2点 式ショー トビッ ト

0か み込み時に処理の しやすい 2点 式。

● ビッ ト、アグプターの組み合わせで使用。

●切れ味重視の薄肉タイプ。

●有効長25 0 m m。

ン
● ビッ ト、チューブ、アダプターの組み合わせで使用。

●有効長35 0 m m。

商品 ヨー ト 呼 び径
往
耐
外
くｍ

長
ｊ
効

ｍｍ

ｆ３
＜

適 合機械

くC9(|

64 7

3 77 4

11()0

5 128

打i l F i コー ト H子び作
径

ｍ＞

外

てｍ

良
う
効

ｍ

右
ｒ

51)1118 64 7

25(|

引 3 2 4 110 0

6 16()(| 2・j()

3点 式シ ョー トビッ ト

―――J



オプション

チューブ アダプター パーマル レンテ

●分彗J式ビッ トの分解に.

ン

●ベースのアンカー回定か

不可有しな場所に

バキュームセット

●真空吸着ハッ トの吸着に

給水タンク
●水道 口の不便な所に,

角度支柱
●コンクリー トダム、ノリ面の水抜 き等の

穿子し、および試5食用のコア採取における

角度調整に

●電気、電話、水道、冷暖房用配管におけ

る斜めの穿孔に,

● Aロ  イ トル火タトのFxイ寸1)ね じ

を使用す る場合に
● ヒ : |卜の冶効長以上の深
い芽孔に

サポー トジャッキ
●アンカーを施せすにベース
を固 定

コア抜 きバー

0ヒ 十1の 中に入 り込んた

コTの 取 り出 しに

真空吸着パ ッ ト キャリングケース
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